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1.研究背景と目的 
私は今まで音楽を長く続けてきた。クラシック音楽に興味
をもちはじめたのは高校生の頃，ラフマニノフが1892年に
作曲した第2番の前奏曲「鐘」をピアノで弾いた時である。
とても暗い曲であるが，なぜか心地よく重々しい音の響きが
とても好きだった。その後ラフマニノフが作曲した曲を聴く
ようになり私がヴァイオリンを始めたきっかけにもなった。 
私は自分がよく知っている対象について深く研究したいと
思ったことから，この作曲家について研究しようと考えた。
ラフマニノフの「ピアノ協奏曲第2番」は，恋愛映画によく
使用されている。このことからラフマニノフのメロディーが
なぜ恋愛映画に好まれるのか，詳しく研究したい。 
 
2.研究方法 
ラフマニノフ「ピアノ協奏曲第 2 番」が恋愛の要素として
印象的に使用された作品 3 本を視聴した。1 本目は 1945 年
初演のイギリス映画『逢びき』，2 本目は 1950 年初演のアメ
リカ映画『旅愁』，そして 3 本目に 1955 年初演のアメリカ
映画『七年目の浮気』である。研究でこの 3 作品を取り上げ
る理由として，ラフマニノフが主に使われた映画を研究対象
とすることで，その映画全体を通してラフマニノフがどのよ
うな役割や効果をもたらすのかを研究したいと思ったからで
ある。その中で，映画を作った監督については言及せず，主
に「ピアノ協奏曲第 2 番」が恋愛に好まれる要因について研
究を深めていく。まず曲のどの部分がどのシーンで使用され
たのかを調べる。そして，映画を見て私が直感的にどう印象
を受けたかを記し，楽曲について独自の分析をした後，作曲
家自身についてやその曲が作られた時代背景，映画が作られ
た当時のラフマニノフの受容のされ方について文献調査やイ
ンターネットの情報を参考に調査を進める。 
 
3.映画においてのラフマニノフの使われ方 について 
3-1 1945 年初演 イギリス映画『逢びき』 
『逢びき』は，お互い既婚者であるにも関わらず道ならぬ
恋に陥ってしまう，いわゆる不倫である。 
ラフマニノフは弦楽器とピアノが音楽の主体となっており，
とてもメロディックなフレーズが多いということから恋愛の
ような心情を表現するのに最も適していたのではないだろう
か。映画中に使われている曲が，ラフマニノフの「ピアノ協
奏曲第 2 番」のみというのもとても印象的で，その雰囲気に
あったバラバラの曲を使うよりも，映画中の主人公の心の動
きを同じ曲の部分を用い，モチーフのようなものを感じさせ
ることで，より分かりやすく音楽で心情を表現できるという
意図があるのではないだろうか。 
例えば図１に示すホルンのメロディー部分は，妻子もちの
男性に思いをはせるローラのシーンに，必ず用いられていた。
恋愛の切なさや好きな人への思いにふけるシーンにホルンの
柔らかい深みのある音色が適しているのではないだろうか。
この部分は，ホルンのゆったりしたメロディーが，まるで夢
の中にいるような不思議な感覚になる。映画の中でも，旦那
とは違う愛人との別れを経てそれが夢だったかのように思い
をはせるシーンにはかなり適合していると感じた。 
 
 
 
 
図 1 1 楽章 13 番 ホルンのメロディー部分 1) 
 
ラフマニノフの「ピアノ協奏曲第 2 番」の中でも，同じ旋
律が何度も楽器は変わっているがでてくるという点で，この
映画の中の恋愛でこその感情の微妙な変化を表現できている。 
 例えば，恋心を募らせていく場面で同じフレーズが繰り返
される（図 2）ことにより，恋愛によって心が大きく揺れ動
く様子が音楽と合わさることによって表現できている。 
図 2 1 楽章 14 番 3 小節目～1) 
 
3-2 1950 年初演 アメリカ映画『旅愁』 
主人公のマニナが友人や家族に嘘をつき，妻と離婚をしよ
うとしていたデイビィッドと姿を隠して暮していることに本
当にいいのだろうかと悩むの場面や，妻に離婚が認められて
姿を隠す必要がなくなり，それぞれが自分の夢に向かって進
もうとしている場面で，ラフマニノフが使われていた。マニ
ナとデイビィッドがそれぞれの目的のためアメリカへと渡る
場面でマニナは涙を流していたが，ラフマニノフの「ピアノ
協奏曲第 2 番」が流れることでその涙の意味が明確に分かる
 
 
ようになっている。映画の中で 3 楽章のほとんど同じ部分が
使われていたが，最後の場面の飛行機の中でその音楽が使わ
れることによって，今までその曲が流れていた時のマニナの
葛藤や，2 人が見送られる光景を思い起こすことができる。
3 楽章の山場部分の印象的なフレーズによって，その光景を
焼き付かせる効果があるのではないだろうか。 
 
3-3 1955 年初演 アメリカ映画『七年目の浮気』 
主人公リチャードが，同じアパートの美人と浮気をしてし
まうか葛藤し妄想を繰り広げる話である。恋愛のムードをだ
すために音楽をかけようとしたリチャードは，ドビュッシー 
ラベル ストラヴィンスキー・・とほかの音楽家の名前をだ
して選んでいる中でやっぱりラフマニノフだというように選
んだ。この作曲家たちに共通するのは，ロシア音楽の影響を
受けたという点と絵画などの芸術作品からインスパイアされ
たという点である。人間の奥底から生まれる芸術性や神秘性
を音という対照で表現したことが結果的に恋愛のようなシー
ンに好まれる要因の 1 つになっているのだろう。 
 
4.ラフマニノフ自身について 
4-1 ロシア民謡がロシア音楽に与えた影響 
 中山英雄によると，ラフマニノフと同国の作曲家チャイコ
フスキーの交響曲にも「咲け，小さき花よ」「母なるヴォル
ガを下りて」「私の紡ぎ女よ」などのロシア民謡が明確に使
われている 2)。チャイコフスキーを尊敬してやまなかったラ
フマニノフも同じように，作曲する中でロシア民謡から影響
を受けていたのではないかと推測している。 
ロシア民謡は，ロシアの民衆の間で歌われており，恋心を
かいた歌詞はかなり情熱的で思い切った言葉が多い。V．R   
によると，ラフマニノフ自身は 1941 年の『The Etude』誌
のインタビューにおいて「私が自らの創作において心がけて
いるのは，作曲している時に自分の心の中にあるものを簡潔
に，そして直截に語るということなのです。」と述べている 3)。
このことからロシア民謡は国民の真の心を素直に受け取れる
ことで，ラフマニノフに多くの感情をもたらしたのではない
だろうか。 
 
4-2 ロシアの時代背景～ラフマニノフに与えた影響 
ピアソラによると，経済的な発展を目指すロシア第一革命
前は，労働者階層が生まれツァーリズムの専制支配に反対す
るようになった 4)。ロシア革命前にも多くの民謡が作曲され
ており，そうした人たちの感情がラフマニノフの曲に反映さ
れることで，人間の感情を揺さぶる何かがあったときに自然
と流れても違和感を感じさせず，むしろその感情に寄り添う
ような役割を果たしているのではないだろうか。 
ラフマニノフとほかの作曲家との大きな違いは，まわりを
取り巻く環境や人が持っている感情を敏感に感じとることが
できるということだ。それを，音楽を通して伝えることが非
常にうまい。曲を聴いて感じるのは「懐かしさ」，そして
「心の動揺」である。まだ発展途上のロシアで起こる革命前
のあわただしい時代に生きたことがラフマニノフに多くの経
験や感情を与えた。このことが情緒あふれる作品の完成につ
ながったのではないだろうか。 
 
4-3 「ピアノ協奏曲第 2番」の作曲に至るまで 
平井丈二郎によると，ラフマニノフは 1897 年「交響曲第
1 番」の初演の失敗から作曲への自信を喪失し精神を病んで
しまうが，精神科医のダーリ博士のおかげで作曲への自信を
取り戻すことができた。1901 年に作曲された「ピアノ協奏
曲第 2 番」は，自信喪失の闇から救ってくれたダーリ博士に
捧げられた曲である 5)。 
こうしたラフマニノフ自身の挫折の中から，担当医師への
感謝，喜び，苦しみから逃れた開放感というものが「ピアノ
協奏曲第 2 番」の 3 楽章 maestoso（意味：荘厳に）で感じ
る。映画の中でもその開放感に通じているものがある。『逢
びき』では，愛人と別れ夢から解き放たれた場面，『旅愁』
でも自分を隠すことなく思いのまま生きられるといった場面
で，3 楽章の最後の maestoso 部分が使われており，映画と
音楽のフィナーレ部分の感情が一致していた。 
 
5.おわりに 
ラフマニノフ独自がもつ暗さは恋愛のシーンに適する一つ
の要素である。その暗さの中には，人を安心させ，落ち着か
せるような効果があると推測している。今回の研究の対象で
ある 3 作品の映画は，恋愛でこその複雑な心境や切なさが,
この映画達の見どころともいえるだろう。その映画の場面に
ラフマニノフのどこか影をもったメロディーがぴったりなの
である。 
ラフマニノフ自身が恋愛というテーマでこの曲を書きあげ
たわけではないが，その時代を生き，人々の感情を敏感に受
け取り音楽を通して表現したことが，偶然にも恋愛の繊細な
心の動きに類似したのではないだろうか。 
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平井丈二郎によると，ラフマニノフは 1897 年「交響曲第
1 番」の初演の失敗から作曲への自信を喪失し精神を病んで
しまうが，精神科医のダーリ博士のおかげで作曲への自信を
取り戻すことができた。1901 年に作曲された「ピアノ協奏
曲第 2 番」は，自信喪失の闇から救ってくれたダーリ博士に
捧げられた曲である 5)。 
こうしたラフマニノフ自身の挫折の中から，担当医師への
感謝，喜び，苦しみから逃れた開放感というものが「ピアノ
協奏曲第 2 番」の 3 楽章 maestoso（意味：荘厳に）で感じ
る。映画の中でもその開放感に通じているものがある。『逢
びき』では，愛人と別れ夢から解き放たれた場面，『旅愁』
でも自分を隠すことなく思いのまま生きられるといった場面
で，3 楽章の最後の maestoso 部分が使われており，映画と
音楽のフィナーレ部分の感情が一致していた。 
 
5.おわりに 
ラフマニノフ独自がもつ暗さは恋愛のシーンに適する一つ
の要素である。その暗さの中には，人を安心させ，落ち着か
せるような効果があると推測している。今回の研究の対象で
ある 3 作品の映画は，恋愛でこその複雑な心境や切なさが,
この映画達の見どころともいえるだろう。その映画の場面に
ラフマニノフのどこか影をもったメロディーがぴったりなの
である。 
ラフマニノフ自身が恋愛というテーマでこの曲を書きあげ
たわけではないが，その時代を生き，人々の感情を敏感に受
け取り音楽を通して表現したことが，偶然にも恋愛の繊細な
心の動きに類似したのではないだろうか。 
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